





(栄養食品) を食べ, 昼食は大学の学生食堂で, 夕食は惣菜
を買って来てテレビを見ながら楽しく下宿でという毎日が続
き, 料理を作らないで ｢食べること｣ をし続ける者もいるこ
とが報告されている1)｡ 学生を取り巻く食生活環境は, 調理
の必要性を感じさせない状況にあることも, 現実であること










術を, 主に家族から (40.3％) 習得していることを明らかに
している｡ 後者では, 入学後の自炊生活で良好な食事を作っ
て食べているのは, 大学入学前に, 家庭で, 豊富な調理経験
をした者であるとしている｡ これら二つの論文の調査対象は
女子学生58人 (対象は双方同一) であり, 総調査対象数も少
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たので, 母の影響 (調理法・料理) しか受けておらず, 母と
祖母の影響 (調理法・料理) のどの影響であるか, 区別でき
ないという誤差は出ない｡
学年別には, １年生と２～４年生がほぼ同数になるように
サンプルを集めた｡ 構成比は, １年生は男子52.0％, 女子
44.8％であり, ２～４年生は男子48.0％, 女子55.2％である｡
調査時期は2003年４月～５月であり, １年生はまだ入学当











は250であった｡ 女子の数も, 統計的処理の都合上, 250にし
て集計した｡
主な調査項目は次のものである｡



















である｡ 次いで多いのは, 家族が５～６人の者で, 男子は






有職の母は, 男女共通に約７割おり, 男子68.4％, 女子











考えているものは (複数回答), 雑誌が第１位で (男女の順
に51.2％, 55.6％), 第２位はテレビ (34.8％, 50.4％) であ
る｡ 次いで, クチコミ (24.4％, 39.6％), 新聞 (6.8％,
16.0％) である5)｡
2) 献立の作成
男女の約４割が, 母は ｢子ども中心｣ に献立を作成すると
している (42.4％, 40.8％)｡ 母は ｢自分中心｣ に作成する
とする者は, 男子22.4％, 女16.8％である｡ ｢その他｣ は,



















者もおり (男子41.2％, 女子35.6％), 母の現実を知らない
実態も窺える｡ 栄養知識がないとする者はごく僅か (男子
9.2％, 女子7.2％) である｡ 男女間に有意差は認められない｡
4) 料理上手さ
母は料理が上手であると見做す者が, 男女ともに約７割い
る (男子66.0％, 女子73.2％)｡ 上手か下手か分からない者







(男子14.4％, 女子16.8％)｡ 母の年齢別に見ると, 51歳以上
の母は, 和風料理が得意であるとしており (男子93.5％, 女






56.8％), 利用する母はやや少ない (男子39.2％, 女子43.2％)｡
男女間に有意差は認められない｡ しかし, 男女別に, 母が有
職か無職か別に冷凍食品の利用状況を見ると, 有職の母はこ
れの利用度がやや高く (男子76.5％, 女子75.9％), 無職の
母の利用度 (男子63.2％, 女子69.7％) を越えている6)｡ 母の
年齢別には相違はない｡
7) 行事食
行事食を作る母は, 男子54.4％, 女子56.8％で, 男女の約
半数の母がこれを作る点が共通である｡ 作らない母は, 男子
34.8％, 37.2％で男女共通に約３割である｡ 男女間に有意差







に, 富山県の郷土料理である ｢べっこう｣ と ｢かぶらずし｣
の２項目を加え, 全部で50項目用意した｡ その結果, 和風料
理は31項目, 洋風料理は12項目, 中華風料理は５項目になっ
た｡ それら50項目に対して, 男女大学生に, 自分の母が日常
よく作る料理に○印をつけてもらった｡ 次にその中で, 母が
作るから自分も作れるようになった料理に○印をつけてもらっ
た｡ つまり, 母が作るのを何度も見た経験から, あるいは母
から直接的に作り方を教えてもらって, 母の作る料理を習得






自分も料理を多数作れることである (男子Ｐ＜0.005 , 女子









うどん, 20位きんぴらごぼう, を挙げている｡ 一方, 男子は
女子の挙げているこれらの３項目を挙げていない｡ そこで,
性別に, おのおの第20位まで, 母と男子, 母と女子の相関係
数を求めた｡ 具体的には, 第20位までの各料理について, 母
の作る比率と男女大学生が各々自分で作れる比率とを対応さ














れると回答した比率があまりに低い (16.2％以下) ので, 検
討の意味がないこと, である｡ ①で１項目のみ男女間で異な
るとしたが, それは, 男子の16位 ｢親子丼｣ と女子の14位
｢野菜の煮物｣ である｡ これらは男女の双方からは選択され
ていない｡ 男子の好みは主食・主菜・副菜をすべて含んでい
































































































結婚後, 夫 (妻) の好みの料理への対応をどう考えているか
見ると, 自分と夫 (妻) との折衷案を作り出したいとする者





４. ｢おふくろの味｣ と ｢行事食｣ の継承11)
いわゆる ｢おふくろの味｣ と ｢行事食｣ について述べるに
当たり, 次の点を記しておく｡ 表４から見ると, ｢おふくろ




の作る比率を参照), などである｡ ①と②の理由で, 大学生
には作り方が習得されないのであろう｡
1) ｢おふくろの味｣














































































































































2) ｢べっこう｣ と ｢かぶらずし｣ は富山県の郷土料理で, 特殊なので除いた｡
(％)表５ 大学生が自分で作れる ｢おふくろの味｣ の比率
おからの煮物 ひじきの煮物 ごまあえ きんぴらごぼう 煮豆
男子 1.1 3.2 5.9 9.6 2.1
Ｎ＝188
(22.8) (47.2) (41.6) (48.4) (38.4)
女子 6.2 15.3 25.6 28.1 7.9
Ｎ＝242







ころ, 男女間に有意差が認められた (Ｐ＜0.01)｡ ｢べっこう｣























年齢的に見ると, 51歳以上の母親は ｢おはぎ｣ (男子41.9











料理が得意であることは, 受容度が高い｡ 男女大学生が, 母
が日常よく作る料理とした上位20位の料理 (表２) は, 極め
て一般的な料理であり, 母がおかずとして思いつくベスト20
項目という見方もできる｡ これらは調理するために鍋も一つ
ですむものが多く, 短時間でできる｡ 反面, ①酢豚 (男子
母の料理の受容
― 75 ―
(％)表６ 大学生が自分で作れる ｢行事食｣ の比率
おはぎ 赤飯 炊き込み御飯 寿司 雑煮
男子 0.5 1.6 14.9 5.3 10.1
Ｎ＝188
(16.4) (20.4) (60.4) (37.2) (37.6)
女子 2.5 0.8 23.1 14.0 12.0
Ｎ＝242
(12.8) (19.2) (68.8) (50.0) (37.6)
ｔ検定：有意差なし
注： 1) ( )は母が日常よく作る割合でＮは男女各250
2) 表中の男子と女子のＮは, 料理を１品以上作れると回答した者
3) ｢べっこう｣ と ｢かぶらずし｣ は, 富山県の郷土料理であり特殊なので除いてある｡
｢べっこう｣ を作れる者は, 男子0.5 ％, 女子0.8 ％であり, ｢かぶらずし｣ は,














31.2％, 女子29.2％ ー以下この順に述べる) ・②グラタン
(28.8, 31.2) ･③八宝菜 (23.2, 27.6) ・④おからの煮物








供中心｣ に献立を作成すること, ｢行事食｣ を作る頻度など
は, 男女大学生にそのまま継承される傾向が強い｡ 母のし方
は母の料理に対する大学生の受容度が高いほど, 継承され易















男女大学生がよく作る ｢冷奴｣ は, 簡単な料理である｡ 男子




































③ インターネットで料理の作り方 (レシピ) を検索する
方法を紹介する｡ 最も一般的な方法は, テレビ (NHK など)
の料理番組がインターネット上で公開しているレシピを見る











る料理, 鍋一つで作れる料理を紹介する｡ これらは, おいし
さの点からは欠けるが, 短時間に作れる点が長所である｡




⑥ テイクアウト (持ち帰り) 弁当にプラスアルファをす
ることで, より栄養的な食事になることを紹介する｡ 例えば,
野菜 (キャベツ・ブロッコリーなど) を電子レンジで加熱調





















１) 木村修一, 山口貴久男, 川端晶子編著. 環境調理学. 建
帛社, 1997, 56頁.














％である｡ しかし, 調査結果によれば, ｢レシピのホーム













６) 調査によれば, 冷凍食品を購入する主な理由は ｢少量必
要な分だけほしい｣ 26.0％, ｢おかずの品数を増やしたい｣
18.8％, ｢作るのが面倒｣ 18.0％, ｢忙しく時間がない｣






７) ｢食卓によく登場するメニュー (ベスト10)｣ の調査結果
と本調査結果を比較すると, ４品が共通である｡ それらは












９) 料理をすることの中には, 技術を習得し, かつ向上させ,
応用する能力を養い, 料理の伝承をすることが含まれる｡
的場輝佳. 食物科学概論. 朝倉書店, 2003, p71.
10) 調査によると, 結婚前後, 食事作りで予想外のことがお
こった場合, それは ｢夫婦 (実家) の食 (味) の違い｣









くなっている (平均は9.1％)｡ 地域別には, その意識の強
い順に, 北海道・東北13.0％, 関東10.7％, 中国10.2％,
東海・北陸10.1％などである｡
資料出所：日本しょう油協会 ｢第25回しょう油に関するモ







ﾁｬｰﾊﾝ 23.2％ 卵料理 6.9％ 親子丼 1.9％
炒め物 12.0％ みそ汁などの汁物 4.8％ ｵﾑﾗｲｽ 1.6％
ｶﾚｰ 10.4％ うどん 4.3％ ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ 1.6％
焼きそば 7.2％ 焼魚 3.5％ 肉ｼﾞｬｶﾞ 1.3％
ｼﾁｭｰ 0.8％

